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企業会計基準委員会（ASBJ）におかれまし

ては、このたび設立10周年を迎えられました

ことに心よりお慶び申し上げます。日本の会計

基準設定主体として、会計基準の調査研究や開

発、会計基準の国際化への対応などに大変尽力

されてこられたことに改めて敬意を表する次第

であります。

会計制度は、投資家等への情報開示のみなら

ず、企業の経営判断や事業活動のベースとなり、

成長のエンジンとなる企業の持続的発展に欠か

せないものであります。さらに、資本市場の国

際化や企業の事業活動のグローバル化がますま

す進む中で、国際的な企業業績の比較可能性や

透明性の確保が強く求められるようになってき

ております。

こうした会計制度をめぐっては、わが国では、

近年、大きな変化が生じております。2008年

度には、金融商品取引法の施行に伴い、四半期

決算や内部統制についての報告が義務化されま

した。また、決算制度の前提となる会計基準に

ついて、世界の多くの国で導入・適用が進む国

際会計基準（IFRS）へのコンバージェンスが

逐次進められています。

こうした一連の制度改正は、企業の統治機能

を高めるとともに、経営状況を的確に把握し、

それを投資家に適切に開示していくことを促す

取組みであります。しかし一方で、企業として

は、報告書作成への費用と労力の負担が高まる

ことになります。今後、会計基準の国際化が避

けられない中で、これと密接に関連する財務報

告にかかわる開示制度については、企業の経営

や投資家に与える影響を見極めながら、関係者

の利用価値と作成コストの適切なバランスの観

点から不断に見直していくことが不可欠である

と考えます。

四半期決算の開示制度につきましては、関西

経済連合会では、作成者の企業や投資家へのヒ

アリング調査なども踏まえて、2009年7月に

「四半期決算報告制度に関する意見」を関西経

済同友会・大阪商工会議所・京都商工会議所・

神戸商工会議所との連名により、金融庁・東京

証券取引所などの関係方面に要望を行ったとこ

ろです。意見書では、企業と投資家にとってバ

ランスのとれた合理的な制度構築をめざすべき

という観点から、四半期決算報告制度の大幅な

簡素化を強く求めておりました。

ASBJでは、政府の方針や経済界の要望を受

けて、金融商品取引法にもとづく四半期報告制

度に適用される会計基準につきまして2010年

9月から本格的な見直し検討を進められ、2011

年3月25日に改正基準を公表されました。関

西経済連合会をはじめ、経済界の意見要望を適

切に集約され、第1四半期および第3四半期に

つきまして、大幅な簡素化を図られたことは高
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く評価できるものです。

また、IFRSのわが国への導入につきまして

は、世界に開かれた資本市場のインフラ整備や

企業のグローバルな事業展開、資金調達にとっ

て有益なものとなります。中国・韓国などの近

隣アジア諸国は、国益や経済発展を支えるイン

フラとして、会計制度の国際化を急速に進めて

おり、わが国としても企業の国際競争力の維持・

強化のためにも、IFRSへの対応は不可避とい

えます。が、会計制度はそもそも会社あっての

ものであります。国際的な会計ルールの変更が

日本の企業経営や経済成長・産業育成の支障と

ならないよう、国際会計のルールづくりにおけ

る日本の発言力を強化していくことが重要であ

ります。それとともに、IFRSの導入は、従来

の会計基準からは大きな転換となるものであり、

震災後の日本経済や企業経営の状況も斟酌し、

円滑な導入に向けて様々な対策が必要であると

考えます。

ASBJへ期待することを二つ申し上げたいと

思います。 第一に、 国際会計基準審議会

（IASB）への日本の意見発信機能を強化するた

め、ASBJには関西など地方も含めた国内企業

の意見集約により一層努めていただきたいと思

います。日本がIASBの重要なパートナーとし

て関係を強化し、常に最新の動向を把握すると

ともに、日本の意見が的確に反映されるように

なることが重要です。

第二に、ASBJには、IFRSの適用に関する

啓発活動、広報活動を企業の幅広い層を対象に、

関西など地方も含めて、より積極的に進めてい

ただきたいと思います。IFRSの適用は開示だ

けが目的ではなく、経営そのもののベースとな

るものであり、会社の幅広い部門が関係し、目

的の共有化や納得性が重要となります。また、

ある程度共通した会計処理がある業界ごとに研

修会などを開催し、欧州の先行事例の研究・討

論などを実施することも有効かと思います。こ

ういった多面的な啓発活動、広報活動の展開に

おきまして、ASBJが果たす役割は大なるもの

と考えます。

企業活動を支える会計制度のより良い発展に

向けまして、ASBJには、今後、さらなる活躍

と貢献を期待してやみません。
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